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図１　地区防災計画制度 作成のステップ（内閣府ホームページ）

１．はじめに

　昨年12月12日に2018年の「今年の漢字」が、「災」

に決まりました。災害の多い日本でも、昨年は特に

多くの災害に見舞われました。６人が犠牲となった

４月の大分県中津市耶馬渓町の大規模地すべり、７

月には西日本豪雨が発生し、平成になってから地震

・津波災害以外では犠牲者の一番多い自然災害とな

りました。さらに９月には震度７を記録し、41名が

犠牲となった北海道胆振東部地震が発生しました。

このような中で、地域防災力を向上させるために、

もっと地区防災計画制度の普及を進めたらと考えて

います。

２．地区防災計画制度とは

　平成25年の災害対策基本法の改正で、地区居住者

等による自発的な防災活動に関する計画制度である

「地区防災計画制度」が創設されています。ここで

「地区居住者等」とは、「市町村の一定の地区内の居

住者及び事業者（地区居住者等）」と定義され、行

政上の地区のみならず、小・中学校の学校区やマン

ション毎でも良いとされています。こうした地区の

単位による自発的な防災活動を進めようとするもの

です。都道府県や市町村などの地方公共団体には「地

域防災計画」というものがありますが、これは災害

時に行政がどのように動き、どのような対策を行っ

ていくか、日頃からどのような備えをしておくかを

定めたものであり、その地域住民にとってはトップ

ダウン型の計画となっています。これに対して、地

区防災計画とは地区住民自らがその地区の防災計画

を立て行政に提案するというボトムアップ型の計画

となっています（図１）。

　しかし、本制度の創設から３年で（平成29年３月

時点）、計画が策定済みの市町村は全国で３地区のみ

となっており、普及が進んでいないのが現状です。

そこで、平成29年度に地区防災計画に向けた活動が

行われている全国及び岩手県内の事例において、聞

き取り調査等を行い、制度の普及への課題について

検討しました。

３．調査方法

　全国事例の調査として、地区防災計画制度のモデ

ル地区に指定されている44地区の中から仙台市片平

地区、新潟県長岡市、燕市、の３地区を選定し、実

際に地区の住民代表者や担当職員の方に聞き取り調

査を実施し、地区防災計画策定に向けた取り組みに

ついて調べました。また、岩手県内事例の調査とし

て、岩手県内全33市町村市町村の防災担当者への聞

き取り調査（５市町村）及びメールによるアンケー

ト調査（全33市町村）、地区住民側に防災リーダーへ

の聞き取り調査（５地区）、防災に関するワークショ

ップの開催（八幡平市寺田地区）（参加者：約40人）

などを行いました。

４．まとめと課題

　これらの結果から、今後、岩手県内及び全国にお

いて地区防災計画の普及、地域の防災力の向上を目

指していくための課題と対応策を述べたいと思いま

す。

　地区防災計画制度の一つの大きな課題として手続

きに膨大な手間と時間がかかるということがあげら

れます。市町村職員に行ったアンケート結果からも

地区防災計画制度導入の課題として多くあげられま

した。また、現在策定されているものは膨大な資料

で構成されているものが多く、これから策定を考え

ている住民たちにとっては大きな壁となっていま

す。そのため、手続きの簡易化、および策定される

計画内容の簡素化が望まれます。また、策定までの

手続きなどをサポートするスタッフの派遣（岩手県

では大学以外に地域防災サポーターがいます）を行

うなどの工夫が必要です。スタッフの派遣に関して

は、計画作りが最終目標となってはいけないため、

その後の活動を行う際にもサポーターとして入って

もらうなど継続的な支援が必要です。なお、根本的

にもっと地区防災計画を簡易なものでも認める努力

が必要です。

　「防災だけ」ではなく「防災にも」強いまちづく

りを行っていくことが今後の地域防災を進めていく

うえで重要になります。日常に何げなく取り入れ、

まちの魅力や日常生活と防災が両立することが望ま

れます（仙台市片平地区など）。地域のイベントに防

災を組み込むことや、また観光として防災を取り込

むなど人々が関わりやすくなる工夫が必要です。本

制度は様々ある防災のソフト対策でも一つのゴール

とも言えます。現時点で岩手県内は大槌町で２地区、

陸前高田市で１地区が策定となり、今後も岩泉町な

どでの策定に向けての検討が進められており、広が

りつつあります。

　本調査は平成29年度岩手県県民協働型評価推進事

業の助成を受けて実施しました。調査実施にあたり、

岩手県政策推進室、総合防災室、岩手県の市町村防

災担当者ならびに防災リーダーの皆様に御礼申し上

げます。なお、ここ

で述べた詳細は以下

の報告書に掲載され

ています。

　参考：平成29年度

岩手県県民協働型評

価推進事業「地区防

災計画制度の普及に

よる地域防災力の強

化 方 策 の 検 討 」

(http://www.pref.

iwate.jp/seisaku/hy

ouka/kenmin/06057

7.html)
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県一関総務センター　　　　　　

　県南広域振興局一関総務センタ

ーは12日付で、総合評価落札方式

で実施する一・平泉停車場中尊寺

線志羅山地区（４工区）舗装工事

を公告した。入札参加希望者は入

札参加申請書を電子入札システム

により20日正午までに提出するこ

と。入札は３月７日を予定してい

る。

▽一・平泉停車場中尊寺線志羅山

地区（４工区）舗装工事（簡易

１型）

施行地　平泉町平泉字志羅山地内

工　期　358日間

工事内容　施工延長380ｍ、石張

工1520㎡、仮設工１式

予定価格　１億5729万8000円

入札参加資格　舗装工事Ａ級資格

者で、岩手県内に建設業法に基

づく営業所を有すること。2003

年４月１日以降に、元請けとし

て舗装工事を施工した実績を有

すること。舗装工事業に関する

特定建設業の許可を有している

こと

参加申請書の受付　2019年２月20

日正午まで

入札予定日時　2019年３月７日17

時まで

開札予定日時　2019年３月８日10

時

………………………………………

　県南広域振興局一関総務センタ

ーは12日付で、条件付一般競争入

札で実施する農地中間管理機構関

連農地整備事業曲田地区第３号調

査測量設計業務委託を公告した。

入札参加希望者は入札参加申請書

を電子入札システムにより19日正

午までに提出すること。入札は26

日を予定している。

▽農地中間管理機構関連農地整備

事業曲田地区第３号調査測量設

計業務委託

施行地　一関市藤沢町黄海地内

期　限　2019年３月29日まで

業務内容　ポンプ場実施設計１カ

所、水利権協議資料作成１式、

地質調査１カ所、地形測量0.00

5

入札参加資格　次のア～ウの要件

を満たしていること。ア・測量

に登録され、地上測量業務を申

請業務としていること。イ・土

木関係建設コンサルタントに登

録され、農業土木業務を申請業

務としていること。ウ・地質調

査に登録され、地質調査業務を

申請業務としていること。2008

年４月１日以降に、元請けとし

て次のア～ウの業務を受注した

実績を有すること。ア・地上測

量業務、イ・河川協議を伴う揚

水機場実施設計業務、ウ・柱状

図作成業務。測量法（昭和24年

法律第188号）第55条第１項の

規定による登録を受けているこ

と

参加申請書の受付　2019年２月19

日正午まで

入札予定日時　2019年２月26日17

時まで

開札予定日時　2019年２月27日10

時

………………………………………

県大船渡地域振興センター　　　

　県沿岸広域振興局大船渡地域振

興センターは12日付で、簡易総合

評価落札方式で実施する二級河川

気仙川筋砂盛地区環境調査業務委

託を公告した。入札参加希望者は

入札参加申請書を電子入札システ

ムにより20日正午までに提出する

こと。入札は３月４日を予定して

いる。

▽二級河川気仙川筋砂盛地区環境

調査業務委託（簡易２型）

施行地　陸前高田市気仙町字砂盛

地内

期　限　2020年３月20日まで（本

業務に係る予算案が県議会の２

月定例会において否決された場

合は、この入札公告を取り消す

ものとする）

業務内容　水中音・陸上振動・水

質調査12回、魚類・底生動物の

生息状況調査３回、流向流速調

査12回

入札参加資格　土木関係建設コン

サルタント業務に登録され建設

環境を申請業務としている者

で、岩手県内に本店または営業

所を有すること。2008年４月１

日以降に、元請けして魚類環境

調査業務を受注した実績を有す

ること

参加申請書の受付　2019年２月20

日正午まで

入札予定日時　2019年３月４日17

時まで

開札予定日時　2019年３月５日10

時

………………………………………

　県沿岸広域振興局大船渡地域振

興センターは12日付で、条件付一

般競争入札で実施する二級河川気

仙川流量観測業務委託など４件を

公告した。入札参加希望者は入札

参加申請書を電子入札システムに

より20日正午までに提出するこ

と。入札は３月４日を予定してい

る。

▽鷹生ダム綾里川ダム管理（水質

調査）業務委託

施行地　大船渡市日頃市町ほか

期　限　2020年３月23日まで（本

業務に係る予算案が県議会の２

月定例会において否決された場

合は、この入札公告を取り消す

ものとする）

業務内容　水質調査（鷹生ダム）

１式、水質調査（綾里川ダム）

１式

入札参加資格　土木関係建設コン

サルタント業務に登録され調査

一般を申請業務としている者で

あること。2008年４月１日以降

に、元請けとして水質調査業務

を受注した実績を有すること

▽鷹生ダム綾里川ダム管理（流量

観測）業務委託

施行地　大船渡市盛町ほか

期　限　2020年３月31日まで

業務内容　低水流量観測（３カ所）

24回／個所、高水流量観測（３

カ所）、２回／個所、河川定期横

断測量３カ所、水位流量曲線作

成３カ所

入札参加資格　測量業務に登録さ

れ地上測量を申請業務としてい

る者で、沿岸広域振興局（大船

渡地区）の区域に本店または営

業所（岩手県内に本店を有する

者の営業所に限る。）を有する

こと。2008年４月１日以降に、

元請けとして河川の流量観測業

務を受注した実績を有すること

▽二級河川気仙川流量観測業務委

託

施行地　住田町及び陸前高田市

期　限　2020年３月25日まで（本

業務に係る予算案が県議会の２

月定例会において否決された場

合は、この入札公告を取り消す

ものとする）

業務内容　低水流量観測（２カ所）

24回、高水流量観測（２カ所）

２回、河川定期横断測量２カ所、

水位流量曲線作成２カ所

入札参加資格　測量業務に登録さ

れ地上測量を申請業務としてい

る者で、沿岸広域振興局（大船

渡地区）の区域に本店または営

業所（岩手県内に本店を有する

者の営業所に限る）を有するこ

と。2008年４月１日以降に、元

請けとして河川の流量観測業務

を受注した実績を有すること

▽一・丸森権現堂線下船渡地区事

業認定申請図書作成業務委託

施行地　大船渡市大船渡町地内

期　限　203日間

業務内容　事業認定申請図書作成

（相談用）１式


